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晩年 

D･A･N 通信 
No.9 

団 士郎 
 仕方ないことだが、まぁ身辺のいろんなものに不具合が起きる。なのに心身は今のところ至って順調である。私の身代

わりをモノたちが引き受けてくれているのかと思ったりするくらいだ。だから悪態をつかず、周りの人に助けられながらメ

ンテナンスにいそしむ。何事も維持継続はなかなかの労力やコストが必要だ。 

 I phoneの容量がギリギリになって久しかった。加えて一度交換したバッテリーが持たなくなっていた。５年あまりも使っ

ていたから諦めて買い換えに。できるだけ何も変化させたくなかったのはたしかだが、バッテリーが長持ちするようにな

った以外、前とほとんど変わらない。ただ電源が変わっていて手持ちのアダプターや充電機器は皆使えないみたいだ、

しらんけど。 

 大音量で映画を観ても、「うるさい！」とは妻が亡くなってから言う人がないので導入した大型ＴＶ。結構楽しんでいた

が、当たりが悪かったとみえて、ここ半年ほど使えなくなっていた。修理に来てもらったが部品交換で結構な高額。でも観

られるようになった途端、映画鑑賞への意欲が高まる。観たことのある映画の好きな場面（ダイハード 2の導入部）とか、

オープニングからしばらくとか、部分鑑賞を楽しんでいる。 

5/＊  

金沢に行くのにサンダーバードで敦賀に。

そこで北陸新幹線に乗り換えなんて、全然快

適じゃない。落ち着いて読書する時間もない。 

金沢駅近くの展示会場で漫画トーク。部屋一

杯の人が聞いてくれた。 世話人さんたちと記

念撮影。多くが 20 年付き合いだったりする。 

    

https://pbs.twimg.com/media/GObMsHcbIAAJOIT.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GObMsHcbIAAJOIT.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GObMsHbaUAEByYn.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GObMsHbaUAEByYn.jpg
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5/＊  

翌日は石川県津幡町にこんなところがあって、

そこの研修室で三時間の講演会。40 名余の

出席。  

 

帰路、内灘町の地震被災現場を見る。砂地

の地面が隆起、陥没していて、まっすぐ建って

いるものがない。電柱まで少し沈んで低くなっ

ていた。 ここは能登半島先端地区ではない。

報道もほとんどされないそうだ。 

 行きと同様、敦賀駅乗り換えの特急で戻る。

敦賀駅での新幹線から在来線への乗り換え

について YouTube があるなどというわけのわ

からない情報に触れて、何のことだと思って検

索してみたら、こんな新聞記事があった。  

確かに三階ホームからササッとエスカレー

ターで一階ホームの乗り継ぎサンダーバード

指定席に座ったら、発車 2分前のアナウンス。

ここで手間取ると評判が悪くなるかと思って設

定した時間配分のミスだろう。  

 

5/＊ 

 「関心領域」こんな映画タイトルがあるかと思

ったが原題だった。チラッと週刊誌映画評で目

にしていたが、忘れていたら町で眼にとまった。

見始めて紹介を思い出した。  

それにしても気持ちの悪い人たちばかりが

出てくる。映像の違和感は撮影手法を知って

納得だった。 あの場所には行ったことがあ

る。 

 

https://pbs.twimg.com/media/GOf2_n8aYAAkNHu.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOggp8hb0AEy_vf.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOl5HTtaEAAAhmA.jpg
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5/＊ 

 大阪府高槻市は中、高、大の時代、つまり思

春期を過ごした懐かしい場所。 そこで暮らす

１３歳からの友人が民生児童委員会の副会長

をしているので講演をと呼んでくれた。大ホー

ルで 100 分ばかり快調に話す。 終了後、二

人で食事しながらアレコレ話す。元気で長生き

ならばこその時間。 

 

5/＊  

今月の新作木陰の物語のペン入れが済んだ。

あとの作業は仕事場の PC でないとできない

のでここまで。 月末締め切りの対人援助学マ

ガジン 57 号、届く原稿の中から執筆者短信を

入力していく。 新刊書の校正原稿仕上げが

大詰め。月末までにと心づもりしていたので多

忙な 5 月末になった。 

 

 

6/＊ 

 半年に一度、亀岡の「AURA 学びの森」にお

話に行くようになって 5 年。今日が 9 回目だ。 

継続が力なのは、この地で北村夫妻が二十

数年続けてきた教室を見ると明らか。それを

知った人が遠くからも通ってきている。 本日

は「家族の身体と声」をテーマに 120 分話す。

今日もあっという間に終了時間だった。  

https://pbs.twimg.com/media/GOl5HTtaEAAAhmA.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOl5HTtaEAAAhmA.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOl5HTubEAAC3aP.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOvWAbabcAAKgr6.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GO0MtukbsAAxBj0.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GO0MtukbsAAxBj0.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GO0MtukaQAAtV7j.jpg
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6/＊  

第二稿にあたる大幅整理をした新刊用原稿

が完成した。今夜、明日に最終通読をしてか

ら編集者に送る。 第一稿よりスリムになって、

複雑さはなくなった、と思う。 まだこれからキ

ャッチボールがあるから、完成はしばらく先だ。

どんな本になるのやら、楽しみだ。 さて、次は

マガジン 57 号の編集。  

 

 

6/＊  

同じ原稿を何度も読み返していると飽きる。

気分転換に映画を挟んでと選んだのがこれ。 

前作、「マッド マックス 怒りのデスロード」が

びっくりものだったので、さて今回は？と 4DX

劇場で観た。 振動が激しく、水飛沫も飛んで

きて、ずっと落ち着かなかった。前作が再見し

たくなった。 

  

 

6/＊  

昨日は仕事場に時々訪ねてくる M さんと楽

しく四方山話。深夜は今日の対人援助学マガ

ジン編集会議の準備。合間に Netflix の無駄

話を楽しむ。 今朝はストレッチのあと、ドトー

ルで送信済みの新刊の原稿読み直し。とにか

く二時間で通読しての感触を測る。しっくりくる

までにもう少し何かが必要。 

https://pbs.twimg.com/media/GO94ci1a0AAICCT.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GO94ci1a0AAICCT.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPC7TPHbgAEN7oQ.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbkbIAArP06.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbkbIAArP06.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbkbIAArP06.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbfa4AAJShg.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbfa4AAJShg.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbfa8AEz1C8.jpg
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6/＊ 

 マガジンの編集会議は恒例の coco 壱番屋

のカレーを宅配してもらう。 チラシを見て注文

する時、高くなったなぁとの声に、過去のチラ

シを比べてみた。 2017、2023、2024 と同じも

のを並べてみた。 凄いな！  

 

 

 

6/＊ 

 貸し出していた掛け軸が戻ってきた。この後

草津で開催のパネル漫画展用の作品選択、

搬送にWさんとHさん来訪。 段取りはついて

いるからお茶しながら雑談に花が咲く。 整理

していたら 2015 年の NY 展の看板掛け軸が

見つかった。サイズも大きく、もう使うことはな

いが、玄関の吹き抜けならサイズ十分と見て

掛けてみた。なんか、ちょっといい。  

 

6/＊ 

 再来週 6/19 夜の zoom 講座「帰ってきたト

ークライヴ」の演題が固まりつつある。 何を話

そうか思案してきたが、なかなかよしっ！とな

らなかったのが、今日一気に二話、ググッと浮

上してきた。 お時間あればご参加下さい。  

 

6/＊ 

 対人援助学マガジン 57 号の編集作業が大

詰め。 今回は病気や怪我など、執筆者に不

測の事態かあれこれ発生。 休載の方が多い。

そのせいで 250 ページ余になった。 定例の

https://pbs.twimg.com/media/GPSa_hMbQAALy1I.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWq8aAAAMz5k.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWq8aAAAMz5k.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWq_acAARX1x.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWq_acAARX1x.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWrAaUAAWU5S.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPZtTfLbkAA2sLE.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPfPoz7aIAAsAqP.jpg
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6/15 にアップはできると思います。どなたでも

無料でご覧になれます。いましばらくお待ちく

ださい。 

 

6/＊ 

 昨日は、滋賀県内の知人二人だから、自宅

に来てもらって大いに語る。我ながらどんだけ

喋るのだと思った。その後、夜の草津市家族

勉強会でも勢いよく話す。 

 今聴いている本が面白く、そこに出てきた「ヒ

ロポンと特攻」の話をしたら、以前その話をし

たと言われた。全く覚えていいないことに愕

然。 

 

6/＊ 

 さて、大詰めの差し替えも完了した。明日、

対人援助学マガジン 57 号が定期刊行されま

す。 今回は 250 ページあまり。いつもより

少々コンパクト。 お気に入りの連載が休載の

場合もあります。とりあえず確かめてみてくだ

さい。 私は、自分の連載内で新連載をそっと

始めています。 

 

6/＊ 

 今から弘前 WS(青森)に行って、明日には戻

ってくるという、いつもながらもったいないよう

な旅程。 伊丹空港搭乗口手前のイートインに

いる。 空港の食物はどれも高い。そんな中で、

名店喜八洲のみたらし団子。一串 108 円。希

望の数だけ食べられる。隣のたこ焼き屋は８

個で 920 円。一個が１１５円。何様のつもりだ

たこ焼き！  

 

6/＊ 

 朝の弘前駅前。チェックアウト後、N さんに迎

えにきてもらって会場に。 岩木山の見えるい

つもの会場。馴染みの方達と初参加の方達で、

一日六時間、家族理解ワークショップ。 何回

https://pbs.twimg.com/media/GPnNHhFbMAAoGNH.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GP9DRaXaAAAVBF6.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQBMmzkbEAIIkee.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQGGmnJbMAA6Git.jpg
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目になるのかわからんくらいだと世話人が挨

拶。2000 年より前から来ていたような記憶

が。  

 

6/＊ 

 今月の例会は、先月亡くなったぼむメンバー

でもあった坂口の事務所に、うち揃ってお悔や

みに。 その前にランチ会。そこで篠原がこん

なミニ写真集を皆に配ってくれた。遺族の知ら

ない故人の姿をということで手渡すという。心

配りの効いた偉い人だなぁ。   

 

6/＊ 

 滋賀県草津市のここでマンガ展やっていま

す。  

書店で本もご購入いただけます。漏れた号を

おそろえください。  

  

6/＊ 

 ゆとりを持って行動している。しかし、JR 駅に

来るとダイヤが乱れていた。次の電車は一本

飛んだような状態だった。駅のベンチで 20 分

ほども時間を潰す。 約束のストレッチの時間

に間に合わない。まぁこれくらいのことなら仕

方ないか。と思って、いろんな不運のある世界

をこんな顔で歩いている。  

 

https://pbs.twimg.com/media/GQLxXAkaoAAYfjs.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCbsAAxen_.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCbsAAxen_.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCbsAAxen_.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCbsAAxen_.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCasAAvvbm.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQU2EI-aIAA2dzP.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQaF9eJaIAAAFiF.jpg
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6/＊ 

 昨夜は 2020 年から zoom で始めた「帰って

きたらトークライヴ」の十回目だった。一時間

話の二本立てだ。 二話目には2000年頃まで

よく描いていた一コマ漫画作品について、蛇

足解説を語った。 一枚のマンガの背景には

たくさんの描かれていないモノが詰まっている。 

これは 50 年前に描いた大ヒット曲「泳げ、タイ

ヤキ君」  

  

6/＊ 

 今年も立命館での東日本家族応援プロジェ

クト＋の例会が始まっている。だんだんボケて

きていて、自分の日程管理がルーズだった。 

そのため浜松プログラム前泊予定を変更。参

加者には迷惑かけずに済んでいるが、余裕を

見た時間を削っている。雨、大丈夫かな？  

 

6/＊ 

 浜松の家族理解 WS に日帰りするため少し

早起き。近年、JR の定時運行が信用できなく

なったのでとにかく早めに駅へ。在来線は通

常運転で安堵。しかし新幹線、乗車予定の一

つ前の列車が 10 数分遅れている。名古屋乗

り継ぎがどうなるか知らないが、空いてる席に

乗る。すると久々に検札がきた。   

6/＊ 

 昨日の締めは浜松駅前で鰻。ちょっと久しぶ

りだったがやはり美味しかった。今日は家にい

て、本発送の集荷に来てもらう。同時に嬉しい

お届け物もあり、先週のさくらんぼに続いて、

良き黒猫の来訪だ。メールは宛先不十分で届

けられないなどと怪しい事ばかり言ってくるの

で無視だが。  

   

6/＊ 

 そそられるタイトルの本の事を、SNS に誰か

が書いていた。 早速注文、すぐ到着。読み切

るかどうかはともかく、いろいろ言いたいことが

唆されそうな雰囲気だ。 知を何のために、誰

のために使うのかは、いつも考えていなけれ

ばならないと思ってきた。そして、なぜそう思う

のだろうとも。  

 

https://pbs.twimg.com/media/GQe8pnEaIAAR4gR.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQe8pnEaIAAR4gR.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQmet2zakAQi_T6.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQovq6oakAMo8K2.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQvSzkfbUAEM6AR.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQvSzkfbUAEM6AR.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQvSzkebQAAGvax.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQvSzkebQAAGvax.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQ28ECobwAIIcpd.jpg
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6/＊ 

 この本は持っているんじゃないかと思った。

1978 年に刊行されてヒットしたという。書棚を

探せばあるんだろう。 和田誠さんは亡くなっ

て、山田宏一氏が対談をいくつか追加して決

定版にしたという。早速拾い読みしたが面白

い。 映画はテーマではなく画だと意気投合し

ているのがいい。  

 

6/＊ 

 ストレッチの後、いつもとは違う選択。すると

そこで思いもかけなかった新しい本に出会い、

続いて数冊も。その後、同じ場所の初めての

店でランチ。ここの味がいい。手に入れた本を

見ながらゆっくり楽しむ。すると新たな創作物

のプランがひらめく。しばらく退屈していたから

嬉しい。  

 

   

 

6/＊ 

 ただいま、このようなことになっています。お

時間見つけて、ぜひお運びください。  

  

6/＊ 

https://pbs.twimg.com/media/GQ6hyXbaQAA13Jd.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQ_VoINaQAAFdlG.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQ_VoINaQAAFdlG.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQ_VoINaQAAFdlG.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQ_VoISbMAIQugW.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQ_VoISbMAIQugW.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQ_VoIUboAA2Kke.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GRFBDwGbgAAdi-R.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GRFBDwGbgAAdi-R.jpg
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 その昔、毎週末乗っていた山陰線の特急で

福知山に向かう。ここ三年、毎年この時期に、

私の話が好きな人たちに招かれて、話したい

事を自由気ままの三時間噺。 福知山は我が

子たちが人生の初期に育った場所。私は 20

代から 30 代の半ばまで 11 年暮らした街。福

知山なんて昔は誰も知らなかったが、近年は

時々目にする。  

  

6/＊ 

 今年前半の締めがこれ。20 年ほども毎年出

向いている。 こういうプログラム構成だと、大

抵、後の出番は押して押して、すみません、ち

ょっと短めに・・なんて事も多い。 ところが今

日は何と早めに終わってしまって、予定より早

く開演のはこびに。気楽に長めに、だらだら喋

らせていただきました。  

 

7/＊ 

 雨の日は外出しないで自宅仕事。 「木陰の

物語」新作の下書きが完了。ここからペン入れ

して、PC に取り込んで、再レイアウト。墨や影

を入れて、キャプションをいれる恒例の作業。 

何度繰り返しても新作ができると嬉しいのが

続いている理由だろう。今作のタイトルは「深

夜」。  

 

7/＊ 

 夜中、新作を仕上げて編集部に送信完了。 

今日はストレッチに行って、その後京都開催

の漫画家協会展を覗き、Ｓとしばし歓談。 そ

の後この 350 ページのグラフィックノベルを読

む。なかなか不思議な興味深い物語だった。

途中で気になったこの版元生活書院。ずっと

昔に関わったことがあった気がする。  

  

 

7/＊ 

 積読ペースか加速している。仕事場、自宅に

Amazonからの配達が連日。ちょっと書店を覗

くと興味深いものが。そして今日は久々に

https://pbs.twimg.com/media/GRM4A4Vb0AAV-XR.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GRUIWLIaAAAfwJF.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GRaMRgDaAAAznEV.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GRkwNWabsAANYHl.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GRkwNWabsAANYHl.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GRkwNWcaIAA6Nqg.jpg


59 

 

BOOKOFF に立ち寄ったらアラアラ。陳列の違

いで見つかる新たな興味もあって、読む時間

が足りない。なのに audible にもハマっている

のだからしょうがない。 

 

7/＊ 

 現在、草津市で漫画展開催中だが、更にもう

1 箇所。福島県での巡回展がスタート。今後、

4 箇所でお世話になる。いろんな人のお世話

で、あちこちで見てもらえるのはありがたい。

お近くならぜひご覧を。 そして 8 月末には 14

年目の東北訪問。東日本家族応援プロジェク

ト➕福島である。 

 

7/＊ 

 理由はわからないけれど、ずっと気になって

いた映画「フレンチアルプスで起きたこと」を観

た。こういう場合多くが、それほどでもなかった

で落ち着く。 しかしこれは違った。人が殺され

たり、大事件が起きたりはしない。 なのにイ

ヤハヤ強烈な映画だ。そうかぁ、そうかぁと息

苦しさの二時間余。  

 

7/＊ 

 暑過ぎて外出する気持ちが萎える。涼しい部

屋でゴロゴロ読書など楽しむ。高齢者ゆえ、お

許しいただきたい。あさのあつこさんの時代小

説にハマっている。 昨日は旧知の人からの

LINE 電話で二時間ばかり、彼の今後の戦略

会議。いろんなことが様変わりだ。 都知事選

の後始末、石丸叩きが騒がしい。  

 

7/＊ 

 世の中の動きを、どこかに足場を定めた他

者と語りあうことは、意見の差はあっても楽し

さがある。垂れ流される話を情報だと受け止

めてしまう安易な感性を叩き起こしてくれるか

らだ。 歳をとると面倒臭いの一言で諦めてし
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まっていることが少なくない。それじやいかん

と今日は 5 年ぶりに機種変更に 

 

7/＊ 

 次男が家のメンテナンスに来てくれた。大型

TVの故障を SONYの修理センターに依頼して

くれている。基盤の取り換えはなかなかの高

額。観られるようになって意欲高まる。 植木

屋さんが入ったあと、周囲の雑草が目立つ玄

関周り。酷暑の中、その草抜きもしてくれた。

ランチはちか定へ。混んでいるだろうとは思い

つつ行ったので、17 組目だったが待つ。  

 

7/＊ 

 祇園祭間近の日曜。人出の多い四条烏丸付

近でＫ君､Ｍ君とゆったりランチ。実は長い付

き合いの、同じ大学心理学専攻の三世代であ

る（といっても皆、50 オーバー）。食後は仕事

場に来て、彼らはいつものように途中で買った

ワインを。今昔話、業界、人物評、なんでもご

ざれの六時間弱。そして飲まない私のところに

空き瓶が残る。  

 

7/＊ 

 後期高齢者医療保険料の通知がきたので支

払いに。高いなぁ。新しくなった iPhone の充電

ラインをもう一つ手に入れに。髪を切っておき

たいので、月曜だけど今日はやっていると聞

いていた HANDS へ。 その後、次のマガジン

の準備で、まずは表紙を仕上げる。時間があ

るときには、あれこれやっておきたい。  
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7/＊ 

 こんな登場人物の掛け軸漫画制作を開始し

た。最終的には来春のぼむ展に間に合えば

良い。時間があって気が向いたときに作業す

ると楽しい。 何度でも試行錯誤可能だし、見

切り発車しなくて良い。 好きでやっていること

にノルマ感は持ちたくないので、やたらに早く

スタートする。これが秘訣だな。  

 

7/＊ 

 外は暑い。ノルマは少ない。ならばインドア派

だな。 月末の WS の準備をしたり、ネットで映

画を見たり。 そしてやっぱり掛け軸作りの二

作目を試してみたり。 この時代小説三部作も

最終巻、まもなく読了。一人時間の楽しみ方

が上手になったのか、バランスが良くなったの

か。  

  

  

 7/＊ 

 曲者ならば「名をなのれ！」になるのだが、

失せ物は黙っていなくなる。眼鏡などその最た

るもの。おや？消えたな？と思ったらもう見当

たらない。仕方ないので新しくした。 毎度同じ

店に行くとボケ老人と思われそうで、ちがう眼

鏡屋に。気に入っているが、ほぼ近眼は消え

たと言われた。  

 

7/＊ 

 夏を感じている表明にアロハ。いつの頃から

か気に入って、体は一つなのにコレクションみ

たいに所有している。 誰かの着ているアロハ

も、街でも TV 番組でも常に気になる。 そして、

去年 3 月にホノルル空港で、なんとなく買いそ

びれたアロハがずっと気になっていたりする。

買っときゃよかった。  

 

7/＊ 
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 ストレッチに行こうと、泊まり込みの仕事場を

出たら、御池通は大混雑。エッと思ったが祇園

祭のあと祭りだとか。なんだそれ？ 混雑を避

けて目的地に。一時間が終わって表に出たら

夏っぽい大雷雨。濡れないように道を選んでド

トールで新作の校正中。 お祭りになると日本

人比率も少し上がっている。 

  

7/＊ 

 月末から 8 月はじめに、出向く仕事が立て込

んでいる。そのため月例の新作制作ができな

いので、早目に着手、完成させる。 ペン入れ

作業の BGM は時代物オーディブル。吉川英

治は初めてだ。 藤沢周平は鶴岡市の文学館

に行ったのに休館だった。よくそういうことがあ

る。  

   

 

7/＊ 

 Facebook で繋がっている知人が、家族の練

習問題第４巻のことを書いてくれていた。 嬉

しくてコメントを返した後、本棚から出して久々

に読んでみた。 "悲しみも、哀しみも"の副題

もいいと書かれていたが、読み返してみて本

当にそう思った。12 年前に出た自分の本に、

ウルッとした。コラム陣も凄い。  

 

 8月10日開催、74回目の東京WSの告知で

す。 お盆です。お時間あれば、初めての方も、

専門ではない方も、家族のことを考えてみま

せんか？  

 

7/＊ 
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絵面からは南国にでもいきそうだが、そうで

はない。久々の伊丹。さぁ出発。 

  

7/＊ 

 盛岡で新しく「家族理解ワークショップ」を。続

くかどうかは参加者が決めることだが、初めて

の人たちにたくさん会えたのは嬉しい。若い世

代の参加者も多く、二回目がやれるといいな

と思った。 

沿岸部の宮古市には 10 年も通った岩手県

で新たな縁かも。パリ五輪開会式のニュース

より、大雨の隣県山形のことが心配。  

 

7/＊ 

 帰路までのひと時、たまにしか来ない盛岡市

内を歩いてみた。 駅から盛岡城址公園に。小

雨あがり曇り空下の緑だが、とても綺麗だ。と

はいえやはり暑い。川の水勢に山形の大雨被

害をおもう。 「もりおか啄木・賢治青春館」で

のリンゴジュースで一息つく。どこかで盛岡冷

麺でもたべていくかな。 

 

    

7/＊ 

 あまりの暑さに自宅待機。復活した大型画面

で Netflix のシリーズ一気鑑賞。 「地面師」、

あったなぁこんな事件が。 合間にオリンピック

も。みんながんばってるねぇ。 明日からまた

お出かけ仕事あり。  

  

7/＊-＊ 

月末、二日間は立命館茨木キャンバスで 6

コマの家族療法/援助技法ワークショップ。 夏

休みに入った大学で、定年退職後も続けさせ

てもらっているプログラムだ。学部生から社会
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人院生までと幅広い受講陣。実習を多くと思う

が、つい、社会システム現状への変化起こし

人としての期待が溢れる。  

 

8/2 

 さぁ酷暑の中始まった京都国際社会福祉セ

ンターの家族療法 WS。スタートしてから 30 年

以上経つのではないか。 今回の 2024step2

に、二十三名の参加。児童相談所からの参加

比率が近年、ますます多くなった。 今回から

次世代スタッフ二名がフル参加することになり、

4 人体制で三日間。順調に開始。  

 

  

8/＊ 

 WS 第二日。昨日、各グループが準備した課

題を抱えた家族 4 ケースに、45 分✖4 の 180

分、初回面接をローテーション実施。 午後か

らはそれぞれに様々な方法で、理解、介入チ

ャレンジ。ジェノグラム事例検討と家族造形法

が今日午後のプログラム。 

8/＊  

三カ所での WS を無事済ませて、仕事場籠

りの日々。8 月に予定されたものの準備をした

り、読書したり。 映画館にでも行こうかとも思

ったが、そんなに観たいわけではなかったの

でやめる。こういう自由もいいなぁ。 あちこち

の打ち合わせメールや夜中の電話も、ドンドン

片付ける。 順調だ。 

8＊ 

 おおそうだ、今夜は琵琶湖花火大会だ。外に

出てはいけない、もしくは仕事場に泊まり込ん

で大津市を避ける日だ。年々参加者が増えて、

毎年午後からは大変な人出になる。 公式ペ

ージを見て驚いた。湖岸に立ち入る席が 5000

円。フー。 子どもの頃、親に連れられて人ご

みの中を浜大津に出かけたなぁ。 
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8/＊ 

 東京WS74 回目に向かう。家からの移動中、

聞いているのはこれ。 新幹線は南海トラフ地

震関係で部分徐行運転だとか。三連休の全

席指定のぞみは満席。 新幹線東京方面行き

の時の定番、とり松のばら寿司。 車中はこれ

を楽しむ。 

   

8/＊ 

 今日の会場、品川区「エコルとごし」はとても

綺麗な施設だ。 ここで楽しく六時間。今日の

プログラム編成はなかなか良かったんじゃな

いか、と自画自賛。いつものことか？  

   

8/＊ 

 役割を終えた翌朝。出先で 1 日フリーだ。日

常にもそんな日は年齢と共に増えたが、大抵

はゆっくりする事になる。 今朝は目覚ましもセ

ットせず寝てたら、チェックアウト 10 分前に目

覚めた。慌ててホテルを出て、興味のある所

に向かう。 その前の朝食は大井町駅のパン

屋さん。美味しい。 

 

* 

 立ち寄り一つ目。恵比寿の東京都写真美術

館。ここは好きで四度目かな？ 写真を観よう

と来たのだが、別フロアで展示の、いわいとし

お展が面白かった。 懸命に物を作っている人

のエネルギーが自分を激励してくれる。できる

間はいつまでもだな。 

    

写真展ではこの２枚が目についた。共に記

憶を呼び起こしてくれた物だ。 一つ目は次男

との父子旅で訪れた N.Y.安宿ウェリントンの

夜明けの窓から見下ろしたブロードウェイ。一

晩中、救急車の音がしていた。 ２枚目はどこ

というのではない。妻と訪れたあちこちの旅が

想われた。明日は 4 年目の命日。  
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 2 カ所目の立ち寄りはここ。東京ステーション

ギャラリー。 一コマ漫画に熱を上げていた頃、

その類書を買えばフォロンは必ず載っていた。

漫画家ではないがヒトコマは綺麗だった。 展

示の中ではポスターが格別素晴らしい。７１歳

で亡くなったと知り、自分の歳を考えてしまう。

とにかく頑張ろう。  

   

8/＊ 

昨日は姫路からＴさんが妻の四年目の命日、

お参りに来てくれた。二人でしっとり話し込む。 

今日は夕刻から、長い馴染みの家族心理学

会繋がりの O くん、Ｔさん夫妻と、平木さんの

四人で、美味しい割烹での食事会。 例によっ

て私は喋りすぎかもしれないが、みんな楽しそ

うに過ごせて良かった。 

  

 

8/＊  

仕事場でゆっくりしているとすぐ時間が経つ。

冷房の効いた部屋で本を読んだり、漫画を描

いたり Audible を聞いたり Netflix で面白そう

なものを見たりしていると、自由気ままな夏休

み感は溢れるが、酷暑の中働いている沢山の

人達に申し訳なくなったりする。私もそんな時

代はあったのでご容赦を。 
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8/＊ 

 昨日は下旬からの宮城、塩竈展に向けてパ

ネルと掛軸の発送に H さん来訪。福島の巡回

展も実施中だ。 今月も締切前倒しで「木陰の

物語」新作を描き始める。月末は対人援助学

マガジンの締切だから、その前に描き上げて

おこうという、良い心がけである。 仕上がるの

が楽しいから締切が苦にならない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晩年 DAN通信内新連載 

連想映画館（２） 
 

２０００年代半ばから１０年あまり、別のところで連載

していて、ごくわずかの人にしか読んでいただく機会のな

かった原稿の再掲です。 

 

オレンジと太陽 
2012 年公開 イギリス映画 

監督 ジム・ローチ 

からのゆりかご 

子どもは家族に属することで、社会的影響

がダイレクトには届かないよう守られているとこ

ろがある。保護者の選択に身を委ねるのは、

責任の所在は親にあると言って良いと承認さ

れているからだ。 

 「母親のせいでこうなった」、「父親があんな

だったから、こんな自分になった・・・」などと後

になって言わせてくれる相手が見えているの

は、まだそこから拓かれる未来があるのかもし

れない。 

  家庭事情や親の思いがけない不運によって、

厳しい世界のまっただ中で、一人で育たざるを

得なかった子ども達がいる。歴史のうねりの中

で、選択の余地もない剥奪に翻弄されながら

育った人たちだ。 

 この映画は１９６７年（昭和４２年）まで、延々

と国家的事業として行われてきた児童移民を

扱った作品である。イギリスは国策として、大英

帝国時代の影響下にある国々（カナダ、ニュー

ジーランド、ローデシア、オーストラリア）に十三

万人もの子ども達を、単身移民させてきた。そ

の多くは実親に育てて貰うことのできない事情

https://pbs.twimg.com/media/GVElHWzaIAAhoe0.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GVElHWzaIAAhoe0.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GVElHWxaEAEnapb.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GVPhzcXaIAA6-JT.jpg
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から、施設にいた子ども達である。 

 

 事業の初期、子ども達は里子として里親（個

人）の家に送り出されていた。養育困難になっ

た家庭の子達の未来を考えると、これは今も有

効に機能している選択肢だ。養子縁組ではな

く、一定年齢に達するまでの間、里親宅で養

育をして貰う子は世界中にいる。十八歳になる

まで、施設で育つ子どもが多く、里親宅で育つ

子どもはごく少数という日本は、かなりな里親

後進国だといえる。 

 しかしこのイギリスの児童移民はやがて、社

会状況の変化の中で、オーストラリアの人口増

強政策とつながってゆく。国土の広大な豪州

だが、人口はなかなか増えなかった。１９４０年

頃の世界の状況。日本軍が南進するインドネ

シアは、オーストラリア大陸北部とは目と鼻の

先だった。 

 豪州社会はその未来に、不安を抱えていた。

原住民だったアボリジニの同化政策を採りつ

つ、イギリス系国民の人口増を政府は切望して

いた。一方、本国は経済的にも厳しく、施設に

は子どもが溢れる状況にあった。 

 

移住 

 現在のままでは生活してゆけないと判断し

た人々が、家族揃って新天地を求めて移住す

ることは少なくなかった。ある時期、特定の地

域に生じた移民の歴史は、世界各地に散見さ

れる。日本でも南米への移民政策が活発だっ

た時期がある。また、国際養子縁組で幼子が

海を渡ることも、過去から現在に至るまで各国

に存在する。 

 しかし多数の自国民の子ども達だけを、組

織的に移住させるような政策は希だろう。アボ

リジニの親子隔離政策や、ルーマニア・チャウ

シェスク政権下のそれに、親と子を切り離した

ものが見られるが、怪しげな事業であったこと

は否定できない。 

 政策以外にも、子どもを親から切り離して集

団的に養育する動きは見ることが出来るが、い

ずれも社会の賛同を得られたものではないし、

成功したものでもない。たいていは社会運動

や宗教的信念に基づく、主張先行の失敗に繋

がった動きだった。 

 とにかく、イギリスの児童福祉施設にいた子

ども達を、クレーンでつかみ取るように船に乗

せて、何千キロも離れた異国に、継続的に送り

込むようなことはあり得ない。 

 

積荷 

 それは西アフリカの沿岸部各地から、たくさ

んの人たちが拉致され、船に乗せられて、南

北アメリカ大陸に連れて行かれた奴隷商人が

闊歩した時代を思わせる。 

 「黒い積荷」という本をずいぶん昔に読んだ。

いきなり連れ去られた人々が、まったく環境の
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異なる土地で数多く亡くなった記録の物語だ

った。奴隷労働に耐え、解放される日まで、強

靱な体力と精神力で生き延びた黒人という物

語は、一部のそう語れる人のストーリーだっ

た。 

 実態は、驚くほど短期に、多数の人々が風

土病で亡くなっている。奴隷商人達にとっては、

遠路はるばる連れてきたのに、歩留まりが悪い。

もっと丈夫な奴隷を連れてくるよう客から求めら

れているという話が印象的だった。そんなこと

を思い出させるような出来事である。 

 

現在  

 映画のファーストシーンは、ソーシャルワー

カー（以下、ＳＷと記す）が警察と一緒に家庭

訪問するところだ。養育がハイリスクであると公

的機関によって判断された子が、実母の腕の

中からＳＷの手で保護される。しかしこれは映

画の本筋ではない。イギリスの今日の、要保護

児童対応の描写である。 

 

 これを見て私は、この作品がイギリスにおい

てかつて行われていた不幸な出来事について

だけが描かれた作品ではないことを見逃して

はならないと思った。ここに監督のイギリス社会

への視線が示されていると思った。 

 日本社会でもずっと話題の中心に居座って

しまった児童虐待。要保護児童の救出は、児

童相談所にとっては、失敗してはならない急務

である。ＴＶ放映される児童虐待防止キャンペ

ーンは、とにかく市民は通報せよと繰り返す。 

 たしかに「疑わしきは罰せず」ではなく、「疑

わしきは保護を」でないと、最悪の事態の未然

防止は不可能である。しかしこれが過度な不

安と過剰防衛（保護）を引き起こすことは容易

に想像できるだろう。その結果、親の側には、

公権力による我が子の略奪という家族体験が

強く刻まれることになる。そういう意味で、この

導入部はとても印象的だ。 

 しかし本論が始まるのは、この後である。あ

る日、ＳＷが業務を終えて帰宅しようと、駐車

場に向かう途中、一人の女性から声をかけら

れる。相手は彼女がＳＷであることを承知して

いて「自分の親がイギリスのどこかで生きてい

るかも知れないので探して欲しい。私は幼い頃

に単身、イギリスの施設からオーストラリアの施

設に送られた者だ」と語る。 

このＳＷが映画の主人公であり、原作「から

のゆりかご」を執筆したマーガレット・ハンフリー

ズである。いきなり未知の女性から信じがたい

話を、書類をかざしながら訴えられ、思わず

「法的にそんなことはあり得ない！」と返してし

まう。もっともなことである。未成年の子が単身

で移住し、親の消息も分からないなどという話

は、誘拐事件の被害者でもない限り、考えられ

ない。 

 女性は、「私が嘘をついているというの！じ

ゃぁ、もういい！」と怒りと共に去ってゆく。 
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記憶と記録 

  これが１９８０年代半ばの出来事である。この

ＳＷは、そこそこの経験を積んだ専門職の女

性である。知っておくべき業務上の知識は当

然持っていただろう。ならば、１９６７年まで実

施されていた児童移民についても、直接関わ

ってはいなかったとしても、知っているのが普

通ではないか。広く一般市民が承知していたと

は思わないが、その分野の専門職なら、過去

において行われていた業務の歴史は知ってい

るのではないかと思った。 

 だがＳＷは知らなかった。彼女だけではなく、

同僚達も誰も知らなかった。つまりはイギリス社

会が、二十年ほど前まで、合計十三万人もの

小国民の人生に処方していた政策を忘れたの

である。いや、みんなが無意識に、言及するの

を止めたのかもしれない。子ども達は地の果て

のような場所に送り込まれ、やがて後からは誰

も来なくなり、置き去りにされた。 

 誰にも知られないところで、様々な虐待も起

きた。訴える手段からも遠ざけられた場で、そ

れでも子ども達は育ち、大人になった。そして

その存在は、本国の歴史記憶から消えかけて

いたのである。 

 それはまったく別角度の、こんな事実からも

興味深く例証できる。日本でイギリスの児童福

祉政策を専門として研究し、まもなく定年退職

になる教授がいる。この人が２０１２年まで、こ

のイギリスの児童移民のことを知らなかった。

研究者として大きなショックだったのではない

かと思う。氏はラストスパートで、この事業がど

のようにイギリス本土で展開されていったのか

を、今調査していると聞いた。だがこれは当然

の結果かもしれない。本国で渦中の業務に従

事しているＳＷ達が知らなかったのである。た

またまであるはずがない。 

 この事実に気づき、子ども達の処遇の痕跡

を探し出す努力をマーガレット・ハンフリーズは

一人で開始した。すると次々、該当者が見つ

かったのだから、組織的な隠蔽は行われては

いなかったのだろう。ただ、社会全体が忘れた

がる過去は、急速に歴史的事実の項目からこ

ぼれていくことが分かる。 

 

歴史からの学び 

 児童移民をおこなっていた社会はその後、

反省をこめて、再びそのようなことの起きない

制度構築をしただろうか？あの時代、親の意

志確認もせず、子どもだけを遠くの国に移住さ

せた国で今、かなり積極的に公権力をもって

不適切な養育者（児童虐待者）から子どもを隔

離保護していると聞く。 

 私はこの研究をしているわけではないから、

詳細までは承知していない。しかし２０１１年春、

ロンドンに視察調査の一員として同行した訪問

先の一つは、公権力によって子どもを奪われ

た人たちの権利を擁護する組織だった。移民

の多い国だからそこでは、様々な母国語のス

タッフが働いていた。 

 現在、セラピューティックコミュニティという発

想で、傷ついた子ども達に手厚い回復プログ

ラムを実施しているイギリスに、一方でその勇

み足に対する異議申し立てシステムが存在す

ることは、過去から学んだ結果かと思う。 

 

発掘 

 たまたまの出来事から、ＳＷは隠されたイギ

リス児童福祉の消えかけた歴史に気づく。その

該当者がオーストラリアで成人して沢山暮らし

ていることを知る。そして、いきなり親探しを打

診してきた女性が、その一人であることに気づ

く。 
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 これによってマーガレット・ハンフリーズの人

生は一変した。調査のためのトラストを設立し、

これに専従する。そして、かつての子ども達一

人ひとりの過去をたどって、公文書資料館や

出生証明文書のあるところを探す。オーストラリ

アにも通い、該当者の消息を探る。その結果、

想像もしなかった多数のかつての子ども達が、

パースやメルボルンに在住していることを知る

ことになる。 

 映画の詳細をこれ以上述べはじめると、きり

がない。是非ご覧になって、この事実だけでは

なく、私たちの社会がやりがちなことを考えて

欲しいと思う。 

 どんな仕事もそうかもしれないが、中でも子

どもの福祉に関わる仕事は、その十年後、二

十年後が問われている。これが範囲限定され

た治療行為の専門性との大きな違いだ。 

 

立ち位置 

 長い時間をかけて結果に遭遇するしかない

問題を、短期的な熱意やアイデアで対処すべ

きではない。家族の問題はまさにそうだ。だか

ら私は、「それでも何とか、ご家族の皆さん

で･･･」などと優柔不断なことを言ってきたのだ

と思う。合同家族面接が好きなのも、そういうこ

とだ。  

 私は新しい診断や薬、技法に浮かれるのも、

煽られるのも好きではない。誰も彼もが同じ言

葉を口にして騒ぐ業界流行語は大きな問題だ。

時の風に煽られて、誰かの人生を大きく傷つ

けておきながら、さっさと忘れてしまうような世

論や政策に安易に同調してはならない。 

 こんな事を書くのは、私たちが類似のことを

何度も繰り返しているからである。少しの賢明

さがあれば、「もう今は、あんな事は行われて

いません」などと脳天気なことは何に関しても

言えない。 

 私たちは過ちを繰り返す生き物である。にも

関わらず歴史は自分たちに都合の良い編集を

してしまいがちだ。だから個人の記憶が大切な

のだ。因果で固めないシステム論には、当然

のように時代や社会が内包されている。だから

曖昧さを抱えていることも承知である。けっして

短期的な問題解決だけを志向しているわけで

はない。 

＊ 

 児童移民に関してオーストラリア政府は２００

８年に、イギリス政府も２０１０年に、該当者に対

して公式謝罪した。 

 

 

 


